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震災直後の経験を踏まえて、アナログ無線の限界から、
「つながる」「音がクリア」「秘話性が高い」
使えるデジタル無線に転換。

東北大震災で甚大な被害を受けた東松島市
東松島市様は東北の中心都市・仙台市から北東約

30kmの距離にあり、日本三景松島の一角を占める、
太平洋に面した風光明媚な街です。航空自衛隊松島基
地があり、ブルーインパルスの街としても有名です。主
な産業は牡蠣、海苔の養殖漁業と農業で、仙台市と石
巻市の中間に位置することから、通勤に便利なベッド
タウンとしても発展してきました。そのため人口数は日
本全体が減少傾向に転じるなか、増え続けてきました。

2011年3月11日に発生した東日本大震災では、死者

1,105人（震災関連死63人を含む）・行方不明者27人
（平成25年4月1日現在）と多くの方々が犠牲になり
ました｡また、市街地の約65%が津波で浸水し、全世
帯の70%以上におよぶ約11,000戸が全半壊しまし
た。道路や公共施設なども市内全域で大きな被害を受
け、震災発生直後には市内100カ所以上の避難所に
約15,000人の方が避難していました。

アナログ防災行政無線の限界が露呈
震災発生直後から防災課をはじめとする市の職員は多
忙を極めました。住民への避難喚起・誘導から、刻一
刻と変わる被害状況の確認、被災者の支援、避難所の

宮城県東松島市様がデジタル防災行政無線システムDimetraを本格導入

設営、支援物資の配給、関係各所への支援要請など多
岐にわたり、こうした活動を既存の防災行政無線シス
テムが支えたことは言うまでもありません。しかし同市
が設備していたシステムがアナログだったため、「問題
が多かった」と総務部 防災課 主任の阿部義信氏は次
のように話されています。
「100台近くの無線機があったのですが、輻輳が激しく
うまく使えませんでした。また、音質が悪く聞き取りづ
らくて、どうしてもボリュームを上げてしまうのですが、
そうすると回りにいる人にも話が伝わってしまいます。
特に避難所では未確認の情報などが市民の皆様にそ
のまま漏れてしまうので、パニックが起きそうになった
こともありました」
実際、支援物資の配給状況を漏れ聞いた避難者が、不
満を言ったり、別の避難所に取りに行ったりするという
混乱もあったそうです。さらに病院や消防署との会話
で、被災者の個人情報が漏れることも問題でした。

モトローラの震災支援でデジタル無線を緊急構築
甚大な被害をもたらした今回の東日本大震災では、世
界中の企業が惜しみない支援の手を差し伸べました。
モトローラ社も震災翌日の3月12日、宮城・岩手県内
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市役所 2階にある
防災課に設置された
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の全自治体に防災無線の無償供与を申し入れました。
東松島市はこの支援をいち早く受け入れて、震災から
約1ヵ月後の4月6日には、市役所屋上に基地局アン
テナが設置され、携帯型・無線装置30台によるデジ
タル無線システムDimetra（ダイメトラ）の緊急運用が
はじまりました。アナログ無線による問題を早く解消し
たいと考えていた阿部主任にとって、モトローラ社の申
し出は「本当に渡りに船だった」そうです。これにより、
避難所や市民センターなどとは従来のアナログで、個
人情報を扱う消防署や病院とはデジタルでと使い分け
ることができました。当初は「周波数がひとつ増えて便
利だ」程度に考えていた阿部主任でしたが、使ってみ
るとデジタル無線の良さが実感できたそうです。
「音声がとてもクリアなので、以前のように何を話して
いるのか分からないと言うことはなくなりました。また
グループで、すぐにつながるので安心して運用できま
す。もちろん、グループで分けて使えるので個人情報な
どが漏れる心配もありません。市役所の内線電話にダ
イヤルインで直接つながるし、双方向で会話できるの
で携帯電話のように利用できます」

デジタル無線の利便性を認識しDimetraを増設
震災前は誰もが当たり前のように携帯電話で連絡を
取り合っていましたが、震災で通信網が途絶すると頼
れるのは無線だけでした。「つながらない」「雑音が多
い」「話が漏れる」アナログ無線に対して、「つながる」
「音がクリア」「秘話性が高い」デジタル無線の素晴
らしさを実際に体験した同市では、翌2012年3月に

Dimetraの増設を決定しました。市全域をカバーする
ため市内2カ所の別庁舎に基地局を増設し、新たに

車載型・無線装置23台も導入しました。これらは防
災課をはじめ、建設、農水、下水道など各課に配備さ
れました。携帯型・無線装置も合計で41台となり、市
の関係部署だけでなく消防署、自衛隊、病院などにも
配備しました。今回の増設で災害時に中核となる関係
各所の連絡網は完全にデジタル化することができまし
た。今後は東日本大震災で課題となった避難所への情
報伝達を確実に行うために、学校、避難所などと、災
害時に大きな力となる消防団を年次計画でデジタル化
したいと考えています。

平時でも災害時でも「使える」デジタル無線
Dimetraを導入して、防災行政無線システムに対する
職員の意識が大きく変わりつつあると阿部主任は感じ
ています。
「肝心なときにうまく運用できなかった防災行政無線シ
ステムですが、デジタルになってからは使えると皆が
実感しています。以前は年1回の防災訓練で使う程度
でしたが、今は普段から積極的に使おうという意識が
生まれています。大雨で市内をパトロールするときな
ども、無線機を持ち出すよう心がけています」
防災課が行った操作説明会には、以前では考えられな
いほど多くの職員が集まりました。配備先の病院同士
でも独自に訓練が行われるなど、防災行政無線に対す
る関心はとても高くなりました。また消防署は通常の
活動でもDimetraを「うまく使っている」と阿部主任は
驚いています。デジタル無線を単に導入するだけでは
なく、日頃から使い慣れておくことで、災害に対する備
えが万全になることを、東松島市の皆様が教えてくれ
ました。
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